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　Advanced　argi ⊥lic　altcration は セ リサ イ ト変質やプ ロ ピ

ラ イ ト変質とな らぶ 熱水変質作用 の 1 っ で あ り，デ ッ ィ カイ

ト，カ オ リナ イ ト，パ イロ フ ィ ラ イ トの 産出に より特徴づ けら

れ る，通常，セ リサ イ ト，石英を含み，頻繁 に 明ばん 石，黄鉄

鉱， 電気石， トパ ーズ，ズ ニ ア イ ト，非 晶質粘
．
｛1 を伴 う

（Meyer 　and 　I・lemley 　1967）．　 Advanced　argil ！ic　alteration

は，ス メ ク タイ トやカオ リナ イ トを主とする中間粘土変質作用

（intermediate　 argillic 　alteration ） と対比 して，高度粘 ヒ

変質作用 （井沢 t1996 ），ま た は前進粘上質変質作用 （エ ヴァ

ン ズ，
’
1996）と和訳されて い るが，いずれの 名称 も未だ定着 し

て い な い．この 変質作用は ， 主 と して酸性の 熱水が岩石と反応

する こ とに よ り形成され る こ とか ら，日本で は酸性変質作用，

またその作用 に より形成された変質帯を酸性変質帯と呼称して

きた （例え ば歌田，1977）．

　Advarlced　 argillic 　 alteration は，　 Meyer 　 and 　Hemley

（1967）の 定義 に 従えば，主 と して次の 3 つ の 環境に おい て形

成 され る ：（1）高温型 の セ リサ イ ト変質帯の 周辺，12償 入岩 E方

に 位置する酸駄変質部、（3）地表の 温泉 ・噴気口 の 周辺部 （第 1

図）．こ れ らの うち，
．一
般的 に は（2〕の 変質に 対 して， ad −

vanced 　argillic 　altera しion の 語が広 く用い られ て きた，

　（1）は主 と して セ リサイ トとパ イ ロ フ ィ ラ イ トの 鉱物組み合わ

せ か らなる．こ の 環境は，マ グマ から分別した熱水が，セ リサ

イ トの 安定領域からセ リサ イ ト
ーパ イ ロ フ ィ ラ イ トの 安定領域

境界に まで温度が低下 （360℃〜280℃ ）する こ とに よ り実現 さ

れる （Hemley　and 　Hunt，1992：第 2図）．こ の 場合に は熱水

は必ずしも強酸性で あ る必要はな く，また酸性度の 変化も必要

としない．こ の よ うな例は ポーフ ィ リー型鉱床に伴わ れ るセ リ

サイ ト変質帯 （HeInley　and 　Hunt ，1992： 第 1図の   ） や，

西南日本や フ ォ ッ サ マ グナ地域 の ろ う石鉱床 （松本 1979）に

しば しば認 め られる．

　（2〕はデ ッ ィ カイ ト，カオリナ イ ト，パ イ ロ フ ィ ライ ト，明ば

ん石，黄鉄鉱，ダイア ス ポア ，トパ ーズ，ズニ ア イ ト等の 産出

に よ り特微づ け られ る．こ の 環 境 で は，こ れ らの 鉱物が セ リサ

イ トと平衡状態で 共存する こ とは極めて稀で ある，こ の 環境の

変質帯は安山岩〜デイサイ ト質複成火 ［［「体の中心付近 に頻繁に

認 め られ，ま た 高硫化系浅熱水性鉱床に 伴われ る （第 1 図の
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第 1図，Advanced 　argillic 　alteration と貰入岩 との 概念的位 置関係図 （Hedcnquist　ct 　aL ，1996を 改変 ）．

質帯 は本文 中の 〔1
’
］，［2｝，〔3｝の 環境 に対応．

図中の  ，  ，  の 変

1997年】1月12目受 付　⊥997年 ］1月19冂受理．
＊

東京 支部，地質調査所資源エ ネルギー
地質部，〒305 つ くば 市東1−1−3．
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第 2図．アル ミナ珪酸塩鉱物の 安定領域図 （Hcdenquist　et　a1．，
1997 を改変 ），横軸 の Log （K 〆H ） は KClfllCl の モ ル 比．横軸

左側の 方がよ り酸性．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

第3 図，Advanccd 　 argillic 　 alt 巳 ration を受 けた北海道古 武井地

域の 安 LL亅岩溶岩 の 反射電 子像 （Watanabe 　 et 　 al ．1997）．ス ケー

ル は 100μ，Al ： 明 ば ん 石 ［（K ，　 Na ） Als （SOa）2 （OH ）61 ，
Sv ： ス バ ンベ ル ジ ャ イ ト ［SrAl3 （SO4） （PO4 ） （OH ）6］，　 Zy ：

ズニ 石 ［Ali3SisO20（OH ）isCI ］．

Zy

部まで 垣間見る こ ともで きるの で あ る．

  ），こ の 変質作用 は，マ グマ か ら放出され た SO2が 温度の 低

下 とともに 起 こ す自己酸化還元反応，および HCI ，　 II2SO，
の

分離 に よ り形成され た 酸性 の 熱水 （又 は蒸気）（ArribaE

1995） が 母岩と反応 す る こ とに よ り生 じる．形成温度 はお お よ

そ320℃〜200℃ で あ る．この 環境は，北海道小樽市の 赤岩酸性

変質帯や南茅部町の 古武井変質帯，南九州の高硫化系鉱床 （春

凵 ・赤 石等） に 伴 われ る 変 質帯 に 代 表 さ れ る．Sillitoe

（1995）は，ポー
フ ィ リー型鉱床や高硫化系浅熱水性金鉱床が

この 環境の 変質帯を頻繁に 伴うこ とから，貰入岩上部 に大規模

に 発達する advanced 　argillic 　a ！terationと そ の 周辺部 の 粘

土変質帯を一括 して リソ キ ャ ッ プ （lithocap） と呼び，鉱床探

査の 夕一ゲ ッ トにすべ きで あ る と提案して い る．

　｛3）はカオ リナイ トや非晶質粘土の 産出に よ り特徴づけられ，

しば しば トリデ ィ マ イ トや ク リス トバ ラ イ トを伴う．明ばん 石

を伴うこ ともあるが，デ ィ ッ カ イ トやパ イロ フ ィ ラ イ トは出現

しな い ．こ の タイプ の 変質帯は，地表付近で 硫化水素ガ ス が酸

化する こ とに よ り形成さ れ た硫酸酸性水が 母岩と反応 し，カ オ

リナ イ ト等が沈殿する こ とに よ る （第 1図の   ）．形成温度は2

00℃以 ドで ある，北海道 H ；ma町の 勢多鉱山で は，か っ て この

タイプの カオ リナイ トが鉱床として採掘された．

　こ の ように 厳密 に 定義に従えば，advanced 　argiUic 　alter−

ation は貫入岩 に 伴 う変質帯か ら地表の 温泉や噴気冂 周辺の 変

質まで が含まれ，必 ずしも酸性熱水に よ る もの だ けで はな い．

また形成 され る温度範囲も極めて 広 い，従っ て ，こ の 用語を使

用す るに あた っ て は ， 上記の どの 環境の 変質作用を指して い る

かを明示するな どの 注意を要す る．逆 に これ らの 環境を正しく

把握する こ とに よ り，地質時代の 火山体の rl
．
1心部を深部から浅
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